
「住民本位の復興」めざして 県民版「復興会議」     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

宮
城
県
民
は
い
ま
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
放
射
性
物
質
は
ま
だ
ら
に
降
下
し
、
そ
の
後
の
自
然
現

象
で
移
動
し
て
、
あ
ち
こ
ち
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
ま
で
の
測
定
は
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
見
つ
け
出
し
や
除
染
を

想
定
し
て
お
ら
ず
、
山
間
地
の
実
態
把
握
に
は
手
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
宮
城
県
と
市
町
村
に
、
放
射
線
量
率
の
綿
密
な
測
定
、
汚
染

マ
ッ
プ
の
作
成
、
除
染
、
お
よ
び
子
ど
も
の
健
康
管
理
と
給
食
の
放
射
能

測
定
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。
そ
し
て
国
に
対
し
て
、
希
望
す
る

す
べ
て
の
自
治
体
が
除
染
と
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
財
源
の
保
障
を
要
求
す
る
も
の
で
す
。 

 

コ
メ
、
野
菜
、
牛
肉
な
ど
の
県
産
農
産
物
に
放
射
性
汚
染
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
山
地
や
森
林
の
樹
木
の
放
射
能
が
用
水
な
ど
に
よ
り
田
畑
に
移

動
し
汚
染
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
対
策
が
検
討
さ

れ
る
べ
き
で
す
。
魚
介
類
に
つ
い
て
も
、
食
物
連
鎖
に
よ
り
汚
染
が
本
格

化
す
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
、
系
統
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、
県
と
市
町
村
に
対
し
て
、
飲
料
水
の
安
全
確
保
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
農
産
物
の
検
査
体
制
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
よ
う

求
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
県
の
責
任
で
、
魚
介
類
の
放
射
能
を
系
統
的

に
検
査
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

 

『食
材
王
国
・み
や
ぎ
』の
農
業
・漁
業
を
は
じ
め
、
宮
城
県
の
地
元
産
業

を
再
建
す
る
た
め
に
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
の
賠
償
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、
農
漁
業
に
限
ら
ず
観
光
業
等
も
対
象
に
、
風
評
被
害
を

含
め
た
全
面
賠
償
を
す
る
よ
う
、
国
と
東
電
に
要
求
し
ま
す
。 

 

宮
城
県
は
、
福
島
県
と
同
様
に
原
発
を
抱
え
る
県
で
す
。
女
川
原
発
で

は
、
３
月
１
１
日
と
４
月
７
日
の
地
震
に
よ
り
、
事
故
ま
で
「紙
一
重
」の

事
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
発
の
再
稼
働

は
地
元
の
信
頼
が
大
前
提
と
し
た
野
田
内
閣
の
表
明
を
う
け
て
、
東
海

村
長
や
牧
之
原
市
議
会
が
原
発
の
停
止
を
要
求
し
、
地
方
の
判
断
で
原

発
を
な
く
せ
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
女
川
原
発

の
再
稼
働
に
関
す
る
県
民
的
な
論
議
を
呼
び
か
け
ま
す
。
ま
た
、
地
震

震
源
地
の
目
の
前
に
立
地
し
、
重
大
事
故
が
起
き
れ
ば
百
万
都
市
・仙
台

も
含
め
て
全
県
に
被
害
を
及
ぼ
す
女
川
原
発
は
、
早
期
に
廃
炉
に
す
る

こ
と
を
訴
え
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
本

格
的
に
進
め
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 

２
０
１
１
年
１
０
月
１
５
日 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

「放
射
能
汚
染
・被
害
か
ら
い
の
ち
と
健
康
を
守
り
、  

 
 

 
 

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
県
民
集
会
」参
加
者
一
同 

 

「
東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」

は
９
月
19
日
、
被
災
者
や
住
民
が
発
言
す
る
県
民
版
「
復
興

会
議
」
を
仙
台
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
県
民
約
１
０
０
人
が

参
加
し
、
県
の
『
復
興
計
画
』
の
根
本
的
な
見
直
し
を
求
め

る
運
動
を
よ
び
か
け
る
集
会
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。 

特
区
構
想
」
を
批
判
し
ま
し

た
。 

 
各
分
野
か
ら
９
人
が
発
言

し
ま
し
た
。
市
民
自
ら
放
射

能
を
測
定
し
て
除
染
を
市
に

提
言
す
る
栗
原
市
の
取
り
組

み
や
、
牛
の
肥
育
農
家
か
ら

は
東
京
電
力
に
損
害
賠
償
を

求
め
る
運
動
が
報
告
さ
れ
、

県
議
会
で
石
巻
ブ
ロ
ッ
ク
の

が
れ
き
処
理
を
大
企
業
に 

一

括
注
文
し
た
県
政
を
追
及
し

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。 被

災
を
理
由
に
し
た
解
雇

と
た
た
か
う
ソ
ニ
ー
労
組
の

組
合
員
は
、
自
分
た
ち
の
問

題
が
被
災
地
の
復
興
の
遅
れ

の
原
因
と
根
は
同
じ
と
指
摘

し
、
「
一
石
を
投
じ
た
い
」
と

発
言
し
ま
し
た
。 

 

※
「
宮
城
県
の
復
興
計
画
に
対

す
る
私
た
ち
の
提
言
（
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
）」
を
お
求
め
の
方
は
、

県
民
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
電
話
・

Ｆ
ａ
ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
は
一
面
下
に

記
載
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
が

主
人
公
に
な
る
復
旧
・
復
興

と
、
原
発
事
故
の
早
期
収
束
と

被
害
の
全
面
補
償
を
求
め
て
、

「
ど
う
す
る
復
旧･

復
興
！
全

国
交
流
集
会
２
０
１
１
」
が

８
・
９
日
、
宮
城
県
大
崎
市
鳴

子
の
「
農
民
の
家
」
で
行
わ

れ
、
全
国
か
ら
２
３
０
人
が
集

ま
り
（
宮
城
か
ら
７
４
人
が
参

加
）
ま
し
た
。
「
全
国
災
対
連

（
略
称
）
」
と
地
元
３
県
の
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委

員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。 

宮
城
農
民
連
と
畜
産
農

家
は
、
何
度
か
協
議
を
重

ね
、
「
被
害
者
の
会
」
を

結
成
し
、
農
民
連
事
務
所

で
17
日
、
２
回
目
の
東

電
へ
の
損
害
賠
償
の
請
求

を
行
い
ま
し
た
。 

       

ま
た
古
川
・
遠
田
・
鳴

子
の
３
民
商
は
12
日
、

古
川
商
工
会
議
所
で
、
東 

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
が
県
内
に
拡
散
し
、
稲
わ

ら
や
肉
牛
、
農
産
物
、
観
光
へ
の
被
害
は
広
範
囲
に
及

ん
で
い
ま
す
。
農
民
連
と
民
商
は
、
「
東
京
電
力
は
一

方
的
な
加
害
者
。
被
害
は
全
て
損
害
賠
償
さ
せ
よ
う
」

と
被
害
者
に
よ
び
か
け
、
請
求
運
動
を
し
て
い
ま
す
。 

京
電
力
の
幹
部
を
招
い
て

「
原
発
被
害
の
損
害
賠
償

説
明
会
」
を
開
き
、
３
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

「
汚
染
し
た
稲
わ
ら
は

誰
も
買
わ
な
い
」
「
今
年

は
米
の
産
直
を
し
な
い
と

言
わ
れ
た
」
「
観
光
客
が

激
減
し
た
」
「
注
文
販
売

も
キ
ャ
ン
セ
ル
」
な
ど
、

被
害
者
の
声
は
切
実
で

す
。
「
県
民
セ
ン
タ
ー
」

の
代
表
世
話
人
や
事
務
局

長
、
弁
護
士
ら
は
、
会
合

に
も
参
加
し
、
請
求
運
動

を
激
励
・
支
援
し
て
い
ま

す
。 

 

綱
島
不
二
雄
代
表
世
話
人

は
、
県
民
の
た
め
の
復
興
計
画

を
つ
く
り
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
菊
地
修
事
務
局
長
長
が
、

県
の
復
興
計
画
に
対
す
る
セ
ン

タ
ー
の
提
言
（
会
場
で
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
を
配
布)

を
解
説
し
ま

し
た
。 

 

県
漁
協
の
船
渡
隆
平
専
務
理

事
が
特
別
報
告
。
漁
業
者
の
被

災
の
現
状
と
再
起
に
向
け
た
動

き
を
紹
介
し
、
「
漁
業
者
が
望

ん
で
い
る
の
は
元
の
生
活
に
戻

る
こ
と
だ
。
企
業
が
よ
そ
か
ら

来
て
、
ど
う
に
か
で
き
る
問
題

で
は
な
い
」
と
、
県
の
「
水
産 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
催
し
た
同
実
行
委
員
会

の
よ
び
か
け
で
集
っ
た
人
た
ち

は
、
放
射
能
測
定
機
の
使
い
方

や
プ
ラ
カ
ー
ド
つ
く
り
、
会
場

に
は
風
船
が
舞
い
、
宮
城
の
う

た
ご
え
に
よ
る
平
和
の
歌
が

流
れ
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
西
澤
晴
代
実

行
委
員
長
（新
婦
人
県
本
部
会

長
）
が
、
「
二
度
と
子
ど
も
た

ち
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に

苦
し
い
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う

に
原
発
ゼ
ロ
の
声
を
高
め
よ

う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

歌
声
で
原
発
事
故
避
難
者

の
思
い
を
伝
え
る
女
性
な
ど

６
人
が
訴
え
ま
し
た
。  

 
 
 
 

 
 
 

 
 

●
「私
た
ち
と
同
じ
思
い
を

す
る
の
か
と
胸
が
苦
し
く
な

る
」（原
爆
被
害
者
の
会
・木
村

緋
紗
子
さ
ん
）
、
●
「
空
気
や

水
が
汚
染
さ
れ
て
も
、
見
え

な
い
こ
と
が
恐
ろ
し
い
」（福
島

か
ら
の
避
難
者
・湯
原
れ
い
子

さ
ん
）
、
●
「
子
ど
も
た
ち
の

食
べ
る
食
材
を
検
査
し
、
情
報

の
開
示
を
」（３
人
の
子
の
母
親 

“原発の危険性を 

報道して下さい” 

「
県
民
集
会
」
実
行
委
員
会
は
11
日
、
女
性

７
人
を
含
む
10
名
が
参
加
し
、
県
庁
で
記
者

会
見
し
ま
し
た
。（
写
真
右
）
。
妊
娠
中
の
女
性

は
、「
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も

原
発
は
な
く
し
て
」
と
切
々
と
話
し
ま
し
た
。 

「放
射
能
汚
染
・被
害
か
ら
、
い
の
ち
と
健
康
を
守
り
、
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
県

民
集
会
」が
15
日
、
仙
台
市
の
錦
町
公
園
で
開
か
れ
、
７
５
０
人
が
参
加
。
雨
模
様

の
曇
天
を
吹
き
飛
ば
す
気
勢
で
、
県
民
に
熱
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 集会アピールを採択  集会では、参加

者一同の意思を示すアピールを採択（裏面に掲載）

し、東北電力と県への要請行動を確認しました。 

食
べ
物
・保
育
・・・ 

原
発
事
故
で
一
変 

 

「
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
県
民
集
会
」

を
開
い
た
実
行
委
員
会
と
「
み
や
ぎ

県
民
セ
ン
タ
ー
」
は
25
日
、
東
北
電

力
に
女
川
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
要

請
を
し
ま
し
た
。 

６
人
が
同
本
店
を
訪
れ
、
県
民
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
の
菊
地
修
弁
護
士

が
文
書
で
の
回
答
を
要
求
。
西
澤
晴

代
実
行
委
員
長
は
、「
フ
ク
シ
マ
事
故

で
人
類
が
原
発
と
共
存
で
き
な
い
こ

と
が
は
っ
き
り
し
た
」
と
訴
え
、
保

育
士
や
若
い
母
親
た
ち
は
、
「
飲
み

水
、
食
材
の
検
査
な
ど
で
保
育
が
一

変
し
た
」「
不
安
で
た
ま
ら
な
い
。
女

川
原
発
は
再
稼
動
し
な
い
で
ほ
し

い
」
と
求
め
ま
し
た
。 

  

同
日
、
県
に
対
し
て
、
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
出
す
綿
密
な
放
射

能
測
定
と
子
ど
も
の
健
康
管
理
の
具

体
化
、
農
水
産
物
検
査
許
可
な
ど
を

要
請
し
ま
し
た
。 

仙台市商店街などを行進して、県民に

訴える「10.15 県民集会」参加者たち。 
 

・
佐
藤
浩
子
さ
ん
、
●
「
東
電

に
賠
償
請
求
し
て
い
る
が
、
風

評
被
害
で
生
活
で
き
な
い
」

（
畜
産
農
家
の
高
橋
義
則
さ

ん
）、
●
「女
川
原
発
は
フ
ク
シ

マ
同
様
危
険
だ
。
再
稼
働
は
許

さ
れ
な
い.

」
（
女
川
町
議
・
高

野
博
さ
ん
） 

最
後
に
、
菊
地
修
実
行
委

員
会
事
務
局
長
（
弁
護
士
）

が
、
「
原
発
ゼ
ロ
へ、
県
民
の
世

論
と
運
動
を
広
げ
て
い
く
」と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 


